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現在，大気圧プラズマ照射による細胞への遺伝子・薬剤導入が注目され，その機序解明や高効率

化を目的に研究が行われている[1-3]．筆者らは体内でのプラズマ薬剤分子導入を想定し，生理食塩

水中でのプラズマ生成を試み，その際に発生する活性種の測定および液相中プラズマ由来活性種の

細胞膜透過性に対する効果を評価したので，その結果を報告する． 

液相中プラズマは，同軸円筒形状の電極（中心高電圧電極：外径 0.15 mm タングステン，外筒

接地電極：内径 6 mmステンレス）を用いて，中心電極にパルス電圧 (印加電圧 : Vin = 1.5 kV，

パルス幅 : Tp = 100 μs) を印加して生成した[4]．本実験では薬剤分子を模擬した蛍光物質である

YOYO-1を使用し，液相中プラズマ照射した処理水添加から 30分後に YOYO-1の細胞内導入を観

測することで，細胞膜透過性を評価した．ここで放電終了から細胞への添加までの時間を保持時間 

(tr) と定義した． 

図 1 にプラズマ処理水添加 30分後の YOYO-1導入量の保持時間依存性を示す．tr = 30 s の結

果を見ると，プラズマ未処理の場合と比べて飛躍的な YOYO-1導入量上昇が観測された．一方で，

tr = 30 s から tr = 60 s にかけて

YOYO-1 導入量が大きく減少してい

ることがわかった．従って，液相中

プラズマ処理水中で YOYO-1 導入に

効果的な活性種が数十秒程度の時間

で失活するか，YOYO-1 導入に阻害

効果を持つ活性種が数十秒程度で生

成するという可能性が考えられる．  

講演ではこれらの結果に加え，液

相中プラズマとプラズマジェットの

細胞膜透過性促進効果や，生成活性

種の比較なども併せて発表する． 
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図 1． 3T3L1細胞への YOYO-1導入量の保持時間 (tr) 

依存性． 
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